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【令和３(2021)年度 中間評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 想定を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、 

一部に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止が適当で

ある 

（研究の概要） 

本研究は、e テスティング及びパフォーマンステストの運用上の問題点である、e テスティングの経

年的な測定誤差の増加、パフォーマンステストにおける評価者特性における測定誤差を抑制するアル

ゴリズムや手法を考案し、安定的な運用が可能になるプラットフォームを開発することを目標として

いる。 

 

（意見等） 

研究計画調書等で挙げられた個々のテーマによって進展の差が見られるものの、順調に研究が進展

しており、期待どおりの成果が見込まれる 

「１．等質テスト自動生成システム」では、実際の試験の要求仕様をどの程度満たしているかが明確

でなく、今後明らかにすることが求められるものの、新たな手法により従来手法の２倍以上のパフォー

マンスを得るなど有用な成果を上げている。 

「２. 高精度を維持するためのアイテムバンク・マネジメント手法の開発」では、深層学習による項

目反応予測モデルの構築により、現時点では検出手法の提案までには至っていないものの、目的を達成

するための道筋ができつつある。 

「３.項目露出を制御する等質適応型テスト」及び「４.パフォーマンステストにおける信頼性向上手

法の開発」では、小論文自動採点技術では、精度や頑健性を向上させる新たな技術を複数開発するなど

優れた成果を上げ、国際会議で論文発表を行っている。 

「５.６.７.実証実験とガイドラインの開発」は他の項目による要素技術研究成果の活用が期待され

る。今後は実証実験とガイドラインの開発においても成果を期待する。 

 


